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名

誉

教

授

吉

永

巣

助

略

歴

明
治
四

五

年

三

月
一

三

日

本
所
(

今
の

江

東
区
)

押
上

町
に

平
三

郎
･

さ

く
の

長
男
と

し
て

生

れ
る

｡

出
生
と

同
時
に

肺
炎
(

早
生

児
肺

炎
?
)

に

躍
り

､

死
生

の

境
を

彷
但
し

た

た

め
､

出
生

届
が

遅
れ

る
｡

ど

う
や

ら

頻
死
を

脱
し

て

届
出
を

す
る

時
に

は

実
際
の

生

年
月
日

で

は

罰
を

受
け

る

の

で
､

戸
籍

に

は
こ

れ

を
三

月
二

〇
日

と

し

た
｡

も

し

普
通
に

生

れ
れ

ば
､

恐
ら

く
は

､

四

月
以

降
の

生

年
月
日

と
な

ろ

う
｡

こ

の

時
の

運
命
が

生

涯
つ

き

ま

ー

こ
>

フ
｡

大
正
七

年

四

月

業
平
尋
常
小

学
校
に

入

学
｡

第
一

回
の

入

学
生
で

あ
る

｡

二

年
の

と

き
は

知
能
未
成
熟
の

た

め

か
､

成

績
は

上

ら

な
か

っ

た

(

通
信
簿

の

最
初
は

甲
一

､

残
り

全
部
乙
)
｡

学
年
の

進
む
に

つ

れ

て

成
績
は

向
上

し

た
｡

同

期
生
の

中
に

往
年
の

名
女
優
竹
下
千

恵
子

(

旧

姓

能

登

谷
)

さ

ん

が

い

た
｡

附
近
に

当
時
の

東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
穂
積
重

遠
博
士
の

創
設
し

た

柳
島
セ

ツ

ル

メ

ン

ト

(

白
い

縦
の

抗
型
看
板
)

が

あ

り
､

文
字
通

り

晒
鼠

､

貧
民

窟
(

ハ

レ

ム

に

近
い

)

の

子
弟
が

組
に

多
か
っ

た
｡

ま

た
､

紡
績
工

場
の

女
工

の

花
見
パ

レ

ー

ド

も

何
回

か

見
物
し
た

｡

後
年
の

｢

女
工

哀
史
+

(

細
井
和
書
戯

著
)

を

読
む

き
っ

か

け
で

も
あ

る
｡

大
正

〓
一

年

九

月
一

日

関
東
大
寅
災
に

あ

う
｡

新
築
し

て

八

月
一

三
日
に

す
べ

て

の

支
払
を

済
ま

せ

た

店
舗
家
屋

財
産
全
部
烏
有
に

帰
し

た
｡

父
の

落
胆
今
で

も

浮
ぶ

｡

バ

ラ

ァ

ク

住
い

か

ら

再
出
発
す
る

｡

大
正

〓
ニ

年

四

月

東
京
府
立

第
七

中
学
校
に

入

学
｡

三

回

生
で

あ

る
｡

習
っ

た

先
生
の

中
に

は

後
年
の

土

屋
単
元
大
使
(

フ

ィ

リ
ピ

ン
､

ギ

リ

シ

ャ
)

､

五

味
保
義
(

ア

ラ

ラ

ギ

派
歌
人
)

久
保
寺
逸
彦
(

故
人

､

学
芸
大
学
教
授

､

ア

イ

豊
川

の

大
家
)

を

始
め

と

し
､

逸
材
が

多
か

っ

た
｡

竜
胆
寺
雄

の

岳
父
安

塚
千
春
先
生
に

も

習
っ

た
｡

同
期
に

ほ

俳
優
加
藤
大
介
(

徳
之
助
)

が

い

た
｡

中
学
時
代
よ

り

英
語
に

興
味
を

も
っ

た
｡

昭
和
四

年
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四

月

東
京
商
科
大

学
予

科
入

学
｡

前
年
度
(

四

年
の

時
)

は

父
の

病
気
の

た

め
､

受
験
で

き

な

か
っ

た
｡

予

科
を

選
ん
だ

の

は

商
家

育
ち

と

朗

親
友
宮
川
藤
吉
(

故
人

､

検
事
)

が
一

足
先
き

に

入
っ

た

旧

制
一

高
に

失
望
し

た

た

め

で

あ

る
｡

予
科
時
代
は

社
会
学

､

数
学
史
(

数
学
は

得
意

3

と

は

云

え

な

か
っ

た
)

､

哲
学
及
び

語
学
を

好
ん

だ
｡

(

第
二

外
国
語
は

ド

イ

ツ

語
で

あ
っ

た
が

､

別
に

フ

ラ
ン

ス

語
､

エ

ス

ペ

ラ

ン

ト
､

ラ

テ
ン

語
の

独

習
も

始
め
た
)

本
多
謙
三

先
生

(

故
人
)

の

デ
ィ

ル

タ
イ

読
書
会
に

も

参
加
し

た
が

､

二
､

三

回
で

先

生

病
気
の

た

め

中

断
｡

こ

の

頃
か

ら
の

哲
学
に

対
す
る

関
心
は

今
で

も

続
く

｡

社
会
学
は

高
田

保
馬
と

ギ
ッ

デ
ィ

ン

グ

を

読
む

｡

な
お

､

村
松
祐
次
博
士
(

故
人
)

は

二

年
先

輩
で

ボ

ー

ト
の

選
手
勧
誘
に

来
､

一

年
の

と

き
よ

り

そ
の

風
貌
を

覚
え

る
｡

昭
和
六

年

秋

龍
城
事
件

｡

こ

の

年
の

五

月
に

慢
性
盲

腸
炎
を

東
大
青
山
外
科
で

手
術
し

た

が
､

経
過
は
は

か

ば

し

く

な

く
､

臥
床
と

転
地

療
養
中
で

ぁ
っ

た

た

め
､

龍
城
に

参
加
で

き

な

か
っ

た
｡

こ

の

時
の

デ
モ

の

第
一

線
に

立
っ

た
の

は

私
の

ク

ラ

ス

(

一

水
会
)

で
､

ア

ル

バ

ム

の

写

真
に

多

く

出
て

い

る
の

は
こ

の

面
々

で

あ
る

｡

教
授

･

学
生

一

丸
と

な
っ

た

運
動
が

効
を

奏
し

て

予

科
･

専
門

部
廃
止
は

取
止
め

と

な

る
｡

病
気
中
で

あ

っ

た

が
､

強
い

関
心

を

も
っ

て

見
守
っ

た
｡

も

し

こ

の

時
に

予

科
･

専
門
部
が

廃
止
さ

れ

て

い

た

な

ら

ば
､

辛
酉
事
件
以

来
か

ち

と
っ

た

本

学
の

伝
統
は

あ

え

な

く

終
っ

て

い

た

で

あ
ろ

う
｡

こ

の

瀬
戸
際
に

立
た

さ

れ

た
こ

と
が

､

今
日
で

も

本
学
の

学
問
的
伝
統
を

人
一

倍
強
く

主
張
す
る

原

因
で

あ

ろ

う
｡

ま
た

､

こ

れ

が
一

橋
法

学
の

発
展
を

願
う

底
意
で

も

あ
る

｡

予

科
時
代
に

多
く
の

生

涯
の

親
友
を

得
た

こ

と

が

最
も

幸
せ

で

あ

り
､

こ

こ

に
一

々

枚
挙
に

い

と

ま

が

な

い
｡

皆
､

母

校
愛
の

頗
る

強

い

者
ば

か

り
で

､

こ

の

期
に

及
ん
で

､

私
が

彼
ら
の

期
待
に

十
分
そ
い

得
な

か

っ

た

腑
甲
斐
な

さ

を

今
更
な

が

ら

痛
感
す

る
｡

昭
和
七

年

四

月

本
科

進
学

｡

前
年
の

龍
城
事
件
の

た

め
､

学
期
末
試
験
が

】

二

月
に

延
び

､

通
院
中
の

身
で

漸
く
に

し
て

受
験
で

き
た

｡

本
科

一

年
の

プ

ロ

ゼ
､
､

､

は

ど
こ

に

も

所

属
し
な

か

っ

た
｡

突
然
九
月
に

大
平
善
梧
助

手
(

当
時
)

の

紹

介
で

岩
田

新
先

生
に

面
接
し

､

直
に

司
法

科
試
験
を

受

け

る

よ

う
に

勧
告
さ
れ

た
｡

岩
田
ゼ

ミ

ヘ

の

参
加
も

特
別
に

許
さ

れ
た

｡

又

法
律
研
究
会
に

お

い

て
､

高
文

受
験
志
望
者
と

一

緒
に

高
文
の

過
去

の

問
題
の

答
案
作
成
と

討
議
に

励
む

｡

特
に

田

上

稜
治
助
手
(

当
時
)

の

指
導
ぶ

り

は

誠
に

懇
切

熱
心
で

あ
っ

た
｡

昭
和
九

年

一

一

月

司
法

試
験
合

格
｡

学
生

時
代
に

牧
野
英
一
先
生
を

始
め

､

束
京
商
科
大
学
の

法
学
関
係
の

教
授

･

講
師
の

先
生

方

(

中
村
進
午

､

孫
田

､

本
間

､

田

中
､

菊
井
)

の

知
遇
を

得
た

｡

(

面

識
を

得
な
か

っ

た

が

美
濃
部

､

寛
両

先
生

に

も

度
々

面

接
す
る
)

法
学
志
望
者
の

数
が

少
な

か
っ

た

の

で
､

直
接
面
談
す

る

機

会
が

多
か

っ

た

た

め
で

あ

る
｡

今
で

も

そ
の

学
恩
の

有
難
さ

ほ

身
に

弛
み
る

｡
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昭
和

一

〇
年

七

月

卒
業
論
文
を

加
筆
し

た

｢

不

可
抗
力
の

研
究
+

が

助

手
論
文
と

し

て

通
過
(

卒
業
論
文
の

代
わ

り
に

図
書
館
に

寄
贈
)

｡

審
査

員
は

本

間
喜

一

､

孫
田

秀
春

､

田

中
誠
二

の

諸

先
生
で

あ
っ

た
｡

し
か

し
､

将
来
の

身
分
は

保
証
さ
れ

ず
､

任
期
は
二

年
｡

九
月

居
を

小

岩
に

構
え

る
｡

現
在
地

よ
り

少
し

駅

よ

り
で

あ
っ

た
｡

間
も

な

く

白
票
事
件
が

起
っ

た
｡

板
挟
み

に

な

り
､

こ

の

時
の

苦
悩
甚

し

か

っ

た
｡

昭
和

一

一

年

白
票
事
件
の

渦
中
の

人

岩
田

新
先
生

東
京

商
科
大
学
数
授
を

退
官
さ

れ
､

四

月
よ

り

中
央
大
学
教
授
に

転
ず
る

｡

中
央
大
学
の

研
究
室

で

執
筆
さ
れ

た

遅
延
利
息
論
の

資
料
の

手
伝
を

多
少
し

た

た

め

序
文
に

私
の

名
が

記
さ

れ

て

い

る
｡

な

お
こ

れ
よ

り

先
に

先
生

の

｢

民
法

総
則
概

論
+

の

校
正

も

受
持
っ

た
｡

昭
和

〓
一

年

夏

あ

る

日
､

高
円

寺
の

米
谷
隆
三

博
士

(

故
人
)

宅
を

訪
れ

た
｡

岩
田

新
先
生

並
び

に

そ
の

下
の

某
助

教
授
と

犬
猿
た

だ

な

ら

ざ

る

関
係

に

あ
っ

た

が
､

こ

の

岩
田

新
先
生
の

置
き

去
り
に

し
た

私
を

後
輩
と

し

て
一

応
迎
え

入

れ
た

が
､

全
く

意
外
に

も

初
め

と

打
っ

て

変
っ

て

段
々

と

親
身
に

な
っ

て

将
来
を

案
じ
て

く

れ
た

｡

不

思
議
と

魅
力
あ

る

人
で

あ
っ

た
｡

昭
和

〓
ニ

年

三

月
末

助

手
よ

り

予
科
並

び
に

附
属
専
門
部
講
師
と

な

る
｡

予

科
で

は

仏
語
原
書
講
読
と

法
学
通

論
､

専
門
部
は

独

語
を

受

持
つ

｡

こ

の

年
に

故
町
田

実
秀

博
士
の

豪
邸
に

錘
諸
に

さ

れ

て

ロ

ー

マ

法
と

ラ

テ
ン

語
の

猛

勉
強
を

し
た

｡

そ
し

て
一

時
神
経
衰
弱
に

か

か

り
､

帰
宅
を

許
さ

れ

る

在
で

あ
っ

た
｡

そ
の

成
果
が

｢

羅
馬
法
関
係
羅
句
語
試
訳
抄
+

で

あ

る
｡

そ
の

頃
の

ロ

ー

マ

法
の

基
本
文
献
を

殆
ど

手
元
に

集
め
た

｡

こ

れ

に

よ

り
､

私
は

必

ず
と
い

っ

て

よ

い

位
､

ロ

ー

マ

法
ま

で

研

究
を

遡
ら

せ

る

西
欧
法
学
の

論
文
を

幾
分
な

り

と

も

理

解
を

深
め

る

こ

と
が

で

き
た

｡

老

■
後
の

楽
し

み
の

一

つ

は

も

う
一

度
ロ

ー

マ

法
を

読
み

､

で

き

れ
ば

好
事
家
と

一

緒
に

読
書
会
を

開
く
こ

と

で

あ

る
｡

現
在
で

も

専
攻
に

多
少
関
係

あ
れ

ば
､

ロ

ー

マ

法
関
係
の

書
物
を

購
入

し

て

い

る
｡

町

田

邸
に

滞
在
中

､

親
類
の

北
村
五

良

博
士
に

紹
介
さ

れ

た
｡

そ
の

当
時
は

限
先
桐
桐
と

し
て

披
歴
さ

れ

た

広
い

学
識
に

心

を

た

れ

た
｡

今
で

も
､

学
会
な

ど

で

関
西
出
張
の

際
に

は
〝

竺
タ

と
い

っ

て

よ
い

程
､

先
生
の

声
咳
に

接
す

る
｡

こ

の

頃
か

ら

準
戦
時
体
制
が

更
に

進
み

､

国
家
統
制
(

官
僚
介
入
)

が

強
化
さ

れ

た
｡

商
工

省
事
務
官
の

経
験
の

あ
る

故
米
谷
隆
三

博

士
と

共
に

一

橋
人
の

経
済
官
僚
進
出
を

呼
び

か

け
､

高
文
受
験
を

奨
励
し

､

指
導
を

す

る
｡

昭
和

一

四

年
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六

月

田

中
誠
二

先
生
の

下
で

商
法
の

助
手
と

し

て

再
採
用
さ

れ
､

や
っ

と
の

事
で

地

位
が

定
ま

る
｡

田

中
先
生

の

｢

商
法
学
の

近

時
の

傾
向

起

と

商
大
法
学
の

地

位
+

に

つ

い

て

の

講
演
(

兼
松
講
堂
)

と

論
文
(

一

橋
論
叢

一

巻
五

号
)

に

鼓
舞
さ

れ

た

学
生

が
一

躍
多

数
ゼ
､

､

､

に

参
加

､

こ

3

こ

で

先
生
に

よ

り
､

学
生
の

面
前
で

法
学
思
考
を

鍛
え

ら
れ

た
｡

爾
来
今
に

至
る

迄
研
究
会
に

お

い

て

教
示
を

受
け

て

き

て

い

る
｡

こ

の

貴
重
な

体

験
は

後
輩
に

残
し
た

い

｡

こ

の

年
の

一

一

月

二
二

日
､

日

本
経
済
法

学
会
が

創
立

｡

一

橋
講
堂
で

初
め

て

大
会
が

開
か

れ
､

私
は

幹
事
と
し

て

下
働
き

し

た
｡

こ

の

学
会
は

日

本
に

お

け

る

全
国
的
な

法
学
関
係
の

学

会
の

鏑
矢
で

あ
る

｡

こ

れ

は

米
谷

･

常
盤
両

教

授
の

精
力
的
な

活
動
に

よ

る
｡

理

事
長
に

は

米
谷
教
授
が

選
ば

れ

た
｡

こ

れ
に

よ

り

初
め
て

各
大
学
の

知
名
な

学
者
が

一

堂
に

会
し

､

相
互
に

接
す
る

機
会
を

も

ち
､

学
問
交
流
を

進
め
た

｡

特
に

､

私
の

如
き

若
輩
に

と
っ

て

は
こ

の

上

な

き

学
習
場
で

も
あ
っ

た

し
､

こ

の

時
以

来
交
誼
を

受
け
て

い

る

方
々

が

多
い

｡

こ

の

学

会
は

終
戦

後
は

開
催
さ

れ

ず
､

他
の

学

会
よ

り

遥
か

に

遅
れ

て
､

新
た

に

創
設
さ

れ

た

経
済
汝
学
会
(

昭

和
二

六

年
五

月
四

日
､

一

橋

講
堂
で

創
立
)

に

よ

っ

て

置
き

代
え

ら

れ

た
｡

昭
和

一

五

年

二

月

東
京
商
科
大
学
助
教
授

｡

こ

の

年
に

商
法

特
殊
講

義
を

担
当

､

運
送
法
を

講
じ

た

(

ジ

ョ

ス

ラ
ン

の

書
物
が

底
本
)
｡

ま

た

専

門

部
の

商
法
も

同
時
に

講
義
し

た
｡

そ
し

て
】

二

月
に

田

中
誠
二

先
生

病
気
の

た

め

学
部
の

会
社
法
を

代
講
す

る
｡

従
っ

て
､

〓
ハ

年
三

月

卒
業
の

人
か

ら

私
の

講
義
の

一

部
を

聴
い

て

い

る
｡

誠
に

未
熟
の

も
の

で

あ
っ

た

が

若
さ

を

駆
し

て
一

生

懸
命
努
め

た
つ

も

り
で

あ

る
｡

ま

た

四

月
か

ら
ゼ
､
､

､

ナ
ー

ル

を

開
い

た
が

､

田

中
･

亭
水

ゼ

ミ

合
同
し

､

事
実
上

､

私
が

指
導
し
た

時
間
が

多
か

っ

た
｡

こ

の

年
に

初
め
て

大
東
文
化
学
院
の

商
法
講

師
と

な

る

(

中
山
伊
知
郎
先
生
の

推
薦
)

｡

三
､

四

年
続
い

た

(

記
録
が

な
い
)

｡

阿
久
津
謙
二

次
女
智
恵
子
と

結
婿

｡

昭
和

〓
(

年

四

月

会
社
払
の

講
義
を

担
当

､

以
来
田

中
先

生

と

輪
番
に

講
義
す
る

｡

私
が

停
年
に

至
る

ま
で

最
も

講
義
回

数
の

多
い

の

は
こ

の

会
社
法
で

あ

る
｡

教
科
書
は

最
後
造
田

中
先
生
の

書
物
を

使
っ

た
｡

昭
和

一

七

年

日

本
出
版
会
の

嘱
託

｡

図
書
の

推
薦
と

良
書
へ

の

紙
の

割
当
の

仕
事
で

あ
っ

た
｡

商
法
関
係
で

は

姶
田
二

郎
『

様

式

会

社
の

基

礎
理

論
』

の

推
薦
案
文
を

草
し
た

が
､

取
上

げ

ら
れ

な

か

っ

た

(

こ

の

嘱
託
は

終
戦
に

よ

る

自
然
解
消
と

な
っ

た
)
｡

日

本
経
済
法
学
会
の

九

州

大
学
に

お

け

る

秋
の

大
会
終
了
後

､

雲
仙
旅
行
の

途
中

､

西
原
寛
一
博
士
に

偶
然
逢
い

､

熊
本
ま
で

同
行
し



た
｡

同
博
士
と
の

縁
が

深
く

な
る

｡

大

蔵
省
税
務

講
習
会
の

嘱
託
(

商
法

)

｡

昭
和

一

八

年

六

月

一

〇
月

昭
和

一

九

年

父

死
亡

｡

教
授
会
の

帰
り
に

病
院
に

寄
っ

た

の

で

臨
終
に

間
に

合
っ

た
｡

病
因
は

胃
が

ん
で

あ
っ

た
｡

長
女
美
枝
子

出
生

｡

夏

満
洲
国
に

出
張

｡

初
め

て

の

外
地

旅

行
で

あ
る

｡

親
友
石
川
隆
君
(

現
佐
方
姓
)

の

世
話
に

な

る
｡

ハ

ル

ビ

ン

で

白
系
露
人
の

生

活
を

観
察
し

､

西
欧
人
(

ア

リ

ア

ン

族
)

の

生

活
の

リ

ズ

ム

に

ふ

れ
､

日

本
人
の

そ

れ

と

相
違
す

る

こ

と

を

直
観
し

た
｡

更
に

牡
丹
江
を

経
て

ソ

満
国

境
仰

八

面
通
に

至
り

､

入

営
中
の

義
弟
日

鼻
作
郎
(

昭

聖
六

年
三

月
本
学
卒
)

に

面
会

､

｡

の

隊
の

松
岡
副
官
(

昭

和
五

年
卒
)

の

格
別
の

取

り

計
ら

い

を

受
け
て

外
泊
も

許
さ

れ

た
｡

松
岡
氏
は

沖
縄
で

戦
死
さ

れ
た

｡

昭
和
二

〇
年

三

月
五

月

八

月
一

五

日

妻
の

母
の

実
家
栃
木
の

飯
島
家
に

疎
開

｡

勤
労
動
員
援
農
学
徒
の

監
督
の

た

め
､

北

海
道
北
見
市
郊
外
の

相
ノ

内
村
に

出
張

｡

農
民
の

生

活
を

具
さ
に

見
る

｡

相
ノ

内
村
で

終
戦
を

迎
え
る

｡

( 1 0 1) 名誉教 授吉永 柴助 略歴

九

月

初
旬

難
難
苦
渋
を

重
ね

て

漸
く

栃
木
に

帰
る

｡

小

岩
宅
は

無
事
で

､

一

一

月
に

疎
開
先
か

ら

帰
る

｡

書
物
は

殆
ど

散
逸
し

な

い

で

済
む

｡

そ

れ
で

も

私
に

と
っ

て

の

貴
重

書
を

若
干
失

っ

た
｡

こ

れ

よ

り
､

イ
ン

フ

レ

と

食
糧
難
が

続
い

た
｡

昭
和
ニ

ー

年

戦
地
よ

り
ゼ
､

､

､

学
生

が

続
々

復
員

｡

昭

和
一

九

年
の

仮
卒
業
の

諸
君
は

復
員
し
て

も

学
籍
な

く
､

そ
の

人
達
の

就
職
に

苦
労
し

た
｡

し

か

し

何
よ

り

も

無
事
を

喜
ん

だ
｡

乏
し

い

な

が

ら

も
ゼ
､
､

､

生

活
は

ま

た

楽
し
か

っ

た
｡

昭
和
二

二

年

五

月

長
男
雅
哉
出
生

｡

初
め

よ

り

ひ

弱
で

あ
っ

た
｡

こ

の

頃
､

肺
を

わ

ず
ろ

う
｡

戦
時
中

､

太
刀

川
学
生

部
長
(

当
時
)

の

紹
介
で

慈
恵
医

大
の

桶
口

助
弘
博
士
の

レ

ン

ト

ゲ
ン

診
断
で

は

全
く
の

異
常
が

な

か
っ

た
が

､

戦
後
の

無
理
に

よ

る

過
労
と

栄
養
不

足
に

よ

る
｡

夏八

月

九
州
唐
津
海
岸
で

保
養

｡

篤
志
家
の

好
意
に

よ

る
｡

こ

の

時
､

酔
余
の

結
果
駄
弁
っ

た

株
価
予
恕
が

見
事
に

適
中
し
た

た

め
､

こ

の

篤

志
家
は

巨
利
を

博
し
た

と
い

う
｡

又

当
時
唐
津
で

九
大
の

教
授
達
の

夏
期
講
習
会
が

あ

り
､

そ
こ

で
､

旧

知
の

菊
池

･

舟
橋
両

教
授
に

会
う

｡

-

ヘ

リ

ジ
ェ

ー

ン

台

風
に

よ

り

栗
橋
境
防
が

決
潰
し

､

そ
の

濁
流
が

押
寄
せ

床
上

浸
水
し
た

｡

ゼ

ミ

の

卒
業
生
の

多
数
は

胸
ま
で

浸
っ

て

必

需

誕



一
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品
を

も
っ

て

見
舞
っ

て

く
れ

た
｡

こ

の

時
こ

そ

感
激
し

た

こ

と

は

な
い

｡

二
月

高
等
逓
信
講
習
所
(

国
立

所
在
)

の

嘱
託
と

な

り
､

保
険

料
に

商
法
を

講
義
す
る

｡

四
､

五

年
続
け

る
｡

又
､

相
前
後
し

て
､

東
京
鉄

道
教
習
所
の

嘱
託
と

な

り
､

松

戸
(

五

香
)

と

池
袋
に

商
法
と

民

法
の

講
義
に

出
向
く

｡

始
め

一

時
間
拾
五

円
と

い

う
辞
令
を

貰
い

､

某

教
授
に

示

し
た

ら
､

そ
れ

は

百
五

拾
円
の

間
違
い

で

あ

ろ

う
と
い

う

笑
話
も

あ
っ

た
｡

現
在
も

中
央
鉄
道
学

園
に

て

引
続
き

商
法
を

講
義
す
る

｡

昭
和
二

三

年

3 4 β

春

意
を

決
し
て

青
柳
東
作
博
士

(

当
時

､

松
翁
会
病
院
長
)

の

気

胸
療
法
を

受
け
る

｡

幸
に

も

効
を

奏
す

｡

依
然
と

し
て

安
静
生

活
が

主

で

あ
っ

た
｡

そ
の

頃
開
発
さ

れ

た

ば
か

り
の

高
価
な

結
核
特
効
薬
を

三

菱
化
成
工

業
の

白
水

斉
､

鈴
木
斐
雄
両

氏
の

好
意
に

よ

り

贈
ら
れ

た
｡

昭
和
二

四

年

五

月

長
男
雅
哉
肺
炎
と
は

し

か

の

併
発
に

よ

り

死
亡

｡

暗
い

日

日

で

あ
っ

た
｡

し

か

し
､

そ
の

頃
､

私
の

病
気
は

峠
を

越
し
た

｡

新

制
大
学
へ

の

移
行
の

結
果

､

そ

の
一

学
部
と

し
て

法
学

･

社
会
学
部
が

設
け
ら

れ

た
｡

法
学

部
の

陣
容
整
備
に

参
画

｡

法
学
部
の

あ

り

方
に

つ

い

て
､

当
時
の

法
学
関
係
者
の

間
で

本
学
の

伝
統
を

更
に

法
学
部
門
に

積
極
的
に

発
展
さ
せ

る

学
部
で

な

け
れ

ば

な

ら
ぬ

こ

と
に

は

異

存
は

な
か

っ

た

が
､

東
大
系
第
二

法
学
部
に

堕
す

る

危
険
を

云
々

に

す
る

声
も

本
学
出
身
者
の

問
で

強
か
っ

た
｡

昭
和
〓

五

年

四

月

東
京
商
科
大
学

一

橋
大
学
教
授
と

な

る
｡

こ

の

月
に

次

男
恵

一

出
生

｡

昭
和
〓

六

年

四

月

一

橋
大
学
法
学
部
教
授
に

配
置
換

｡

よ

そ
の

大
学
よ

り

配
置
換
で

き

た

人
に

性
格
的
に

本
学
が

歴
史
的
に

守
り

抜
い

た

伝
統
を

無
視
す

る

言
動
あ

り
､

こ

の

こ

と

は

却
っ

て

私
を

し
て

そ

の

後
不
断
に

一

橋
の

伝
統
を

沈
思
熟
考
さ

せ

る
｡

昭
和
二

七

年

七

月
､

九
月

新

潟
大
学
人

文
学
部
で

商
法
を

集
中
講

義
す

る
｡

地

方
大
学
で

の

初
め

て

の

集
中
講
義
で

あ
る

｡

野
崎
富
作
教
授
(

現
富
山
大
学
)

の

璽
絹

に

よ

る
｡

こ

の

時
､

予
科
同
ク

ラ

ス

の

党
張
君
(

故
人
)

の

歓
待
を

受
け

た
｡

こ

の

年

日

本
無
尽

株
式
会
社
が

相
互

銀
行
法
に

よ

り
日

本
相
互

銀
行
に

組
織
変
え

に

際
し

､

板
垣

与
一

博
士
の

企
画
で

行
員
研
修
に

手
形
法

･

小

切

手
法
を

講
義
し
た

｡

こ

の

講
義
は

如
水

苔
房
か

ら

刊

行
し
た

(

『

手
形

･

小

切

手
法

講
話
』

)
C

如
水
書
房
は

一

橋
大
学
関

係
の

出

版
社
と

し

て

創
立

さ

れ
こ

の

資
金
調
達
の

た

め

奔
走
し

た

が
､

凝
常
に

踵
族
を

み
､

姿
を

消
し
た

｡

昭
和
二

八

年



四

月
か

ら

ず
､

昭
和
二

九

年

七

月

八

月

昭
和
三

〇
年

九
月

大
学
院
法
学
研
究
科
の

講
義
を

担
当

｡

経
済
法
の

基
礎
理

論
を

経
済
政
策
説
の

立

場
に

お

い

て

講
義
し

た
｡

新
制
大
学
院
の

性

格
が

わ

自
分
の

研
究
成
果
の

発
表
を

強
い

ら
れ

て

い

た

感
が

あ
っ

た
｡

こ

の

頃
よ

り

家
屋
を

改
築
し

､

初
め
て

書
斎
ら
し

き

も
の

を

作
っ

た
｡

こ

れ
か

ら

仕
事
に

油
が

乗
る

｡

中
央
労
働
基
準
審
議
会
委
員
に

な

る
｡

こ

れ

よ

り

労
働
行
政
に

長
く

関
係
す

る
｡

次

女
愛
子

出
生

｡

( 1 0 3) 名誉 教授吉 永柴助 略歴

一

〇
月

中
央
労
働
基
準
審
議
会
委

員
に

再
任
(

任
期
は

一

年
)

｡

兼
子

一

委

員
(

故
人
)

に

初
め

て

接
し

た
｡

昭
和
三

一

年

母
さ

く

死
亡

｡

が

ん
の

疑
が

濃
い

｡

昭
和
三

三

年

三

月

港
湾
労
働
審
議
会
委
員
を

委
嘱
さ

れ

た
｡

以

後
停

年
の

時
に

至
る

ま

で

港
湾
労
働
行
政
に

関
係
す

る
｡

こ

の

経
歴
と

前
述
の

労
働
基
準

審
議
会
委
員
の

経
験
と

に

よ

り
､

労
働
問
題
の

解
決

は

単
に

労
働
法
の

理

論
の

み

に

よ
っ

た

の

で

は

不

可

能
で

あ
る

こ

と

を

悟
る

｡

ま

た

石
井
照
久
会
長
の

見
識
の

広
さ

に

敬
服
す

る
｡

七

月

富
山

大
学
へ

商
法
の

集
中
講
義
に

出
向
く

｡

昭
和
三

四

年

一

月

一

橋
大
学
評
議
員
(

三

五

年
一

一

月

外
国
出
張
の

た

め

併
任
解
除
)

昭

和
三

五

年

五

月

公
認
会
計
士

審
査

会
会
試
験
委
員
(

九
月
に

併
任
解
除
)

一

一

月

港
湾
労
働
事
情
調

査
と

経
済
法
な

ら

び

に

海
商
法

､

港
湾
労
働
法
研

究
の

た

め

海
外
出
張
の

辞
令
を

受
け

た
｡

一

二

月

四

日
に

神
戸
で

乗
船
(

日

本
郵
船
隅
田

丸
)

､

台
風
の

余
波
を

受
け
て

船
酔
が

び

ど

か

っ

た
｡

香
港
に

寄
る

｡

シ

ン

ガ
ポ

ー

ル

に

て

三

井

船
舶
明

石
山
九
に

乗
換

え
､

ポ

ン

ペ

イ
､

ペ

ナ
ン

を

経
て

､

ス

ー

ダ
ン

に

て

正

月
を

迎
え

る
｡

昭
和
三

大

年

一

月

7

ス

エ

ズ

よ

り

陸
路
カ

イ
ロ

を

経
て

ア

レ

キ

サ

ン

ド

リ

ア

で

乗
船

､

一

月
一

四

日
イ

タ

リ

ア

の

メ

ソ

シ

ナ
に

上

陸
､

こ

れ

よ

り
､

ヨ

一

口

朗



一 橋論 叢 第 七 十 五 巻 第三 号 (1 0 4)

フ

パ

の

主
要
港
を

見
聞
調
査
し

な
が

ら

各
地

を

遊
学
す

る
｡

い

た

る

所
で

先

輩
･

友
人

･

ゼ

ミ

卒
業
生
の

温
き

高
配
を

受
け

感
謝
す

る
｡

二
氏

舶

名
を

列
記
で

き

な
い

程
で

あ

る
｡

3

イ

タ

リ
ア

で

は

I

R

I

と

E

N

I

の

資
料
を

集
め
た

｡

洋
行
中
観
察
し

た

港

湾
二

六

港
､

こ

の

社
会
組
織
を

通
し

て
､

ア

ジ

ア

と
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

相

違
､

更
に

ヨ

一

口

γ

パ

各
地

域
社
会
の

差
異
に

気
づ

く
｡

ボ

ン

で

は

同
期
の

小

坂
善
太

郎
外
務
大
臣
夫
妻
を

迎
え

た
｡

こ

ち

ら

は

放
浪
学
徒
で

､

身
軽
さ

を

味
う

｡

ヨ

ー

ロ

ァ

パ

社
会
を

蟻
の

如

く

地

を
は

い
､

更
に

ア

メ

リ

カ

の

南
部
と

メ

キ

シ

コ

を

訪
れ

て

帰
朝

｡

こ

の

体

験
は

こ

れ

か

ら
の

私
の

学
問
に

と

り

決
定
的
重

要
を
も
つ

｡

一

言
一

日

九
州
大
学
よ

り

法

学
博
士
(

旧

制
)

の

学
位
を

授
か

る
｡

こ

れ

は
､

外
遊
出
立
の

直
前

､

故
菊
池
勇
夫
博
士
の

勧
め

に

よ

り

提
出
し

た

学
位
論
文
｢

経
済
法
学
の

基
礎
理

論
+

に

よ

り

与
え

ら

れ

た

も
の

で

あ

る
｡

(

拙
著
『

経
済
法

学
の

基

礎
理

論
』

第
一

巻
の

序
言

､

参
照
)

｡

昭
和
三

七

年

九
月

東
北
大

学
に

出
張
し

､

集
中
講
義
す
る

｡

服
部
栄
三

博
士
を

始
め

､

多
く
の

若
い

学
者
と

歓
談
の

機
会
を

も
っ

た
｡

こ

の

頃
､

港
湾
労

働
等
対

策
審
議
会
委
員
(

石
井
照
久
会
長
)

と

な

り
､

港
湾
労
働
の

実
態
調
査
に

乗

出
す

｡

港
湾
社
会
の

人

間
関
係
の

特
殊
性
を

実
感
す
る

｡

事

に
､

洋
行
中
世
界
の

主
要
港
を

見
学
し

た

経
験
を

い

か

し

て
､

そ
の

近

代
化
が

何
で

あ
る

か

の

方
向
を

見
つ

め

る

こ

と
が

で

き
た

(

拙
稿

｢

港
湾

労
働
法
の

成
立
か

ら

現
在
ま

で
+

参
照
)

｡

昭
和
三

八

年

四

月

ス

ト
レ

ス

の

た

め
か

､

胃
痛
が

年
を

追
う
て

昂
ま

り
､

倦
怠
も

ひ

ど

く
､

胃
が

ん
の

心

配
も

加
わ
る

｡

遂
に

､

築
地

の

国
立
が

ん
セ

ン

タ

ー

の

久
留
勝
博
士

(

当
時
病

院
長
後

､

総
長
故
人
)

の

診
断
を

受
け

､

更
に

レ

ン

ト

ゲ
ン

撮
影
し

た

が
､

こ

の

時
は

未
だ

患
部
は

不

明
｡

以

後
､

年
二

回

定
期
健
康
診

断
を

続
け
る

｡

九
月

港
湾
労
働
を

実
態
調
査
し

た

小

委
員
会
報
告
を

石
井
会
長
に

提
出

｡

こ

の

仕
事
を

通
し
て

現
在
の

行
政
組
織

､

機
構
及

び

運
営
の

末
端

の

課
題
を

分
析
し

､

そ
の

解
決
に

つ

い

て

の

貴
重

な

知
識
を

得
た

｡

こ

の
一

部
は

日

本
海
法
学
会
の

大
会
(

第
一

四
回

､

昭

聖
元
年
)

で

発
表

し

た

(

｢

企
業
法
か

ら

見
た

わ

が

国
の

港
湾
荷
役
+

た

だ

し
､

未
公
刊
)

｡

コ

ン

テ

ナ

化
し
た

現
時
誠
に

今
昔
の

感
が

す

る
｡

昭
和
三

九

年

一

〇
月

公
認
会
計
士

審
査

会
試
験
委
員
を

委
嘱
さ

れ

た
｡

こ

れ

は

計
理

士
に

公
認
会
計
士
の

資
格
を

与
え

る

特
例
試
験
の

委
員
で

､

引
続
き

､

昭

和
四
二

年
ま

で

再
任
さ

れ

た
｡

昭
和
四

〇

年
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一

二

月

岳
父

阿
久
津
謙
二

死
亡

｡

バ

チ
ェ

ラ

ー
･

オ

ブ
･

ロ

ー

ズ

(
､

､

､

ネ

ソ

タ
)

で

あ
っ

た
｡

昭
和
四

一

年

七

月

再
び

富

山
大
学
に

集
中
講
義
に

出
張

｡

こ

の

頃
よ

り

精
神
を

緊
張
さ

せ

て

仕
事
を

す
る

と
､

胃
部
の

変
調
を

益
々

感
ず
る

｡

二
月

が

ん
セ

ン

タ
ー

に

入

院
､

が

ん

を

想

像
し

､

暗

胆
た

る

中
に

諦
観
す
る

｡

入

院
後

､

患
部
の

潰
疹
が

縮
少
し

､

暮
れ
に

退
院

｡

昭
和
四

二

年

こ

の

頃
､

学
園
の

内
外
も

騒
々

し

く
な

る
｡

外
国
法
講
座
人
事
に

対

し
て

重

大
決
意
を

し

た
｡

昭
和
四

三

年

八

月

公

認
会
計
士
審
査

会
委
員
を

委
嘱
さ

れ
､

現
在
に

及
ぶ

｡

こ

の

頃
､

仕
事
の

量
を

減
ら

し
､

体
調
を

緩
滅
し

た

が
､

胃
炎
悪

化
し

､

遂

に
､

一

一

月

再
度
が

ん
セ

ン

タ
ー

に

入

院
し

､

一

二

月
二

日
に

手

術
｡

胃
潰
瘍
で

あ
っ

た

が
､

が

ん

に

移
行
す

る

憐
れ

も

あ
っ

た
｡

一

二

月

主
治
医
久
留
総
長
に

懇
願
し

､

年
末
漸
く

押
し

迫
っ

て

退
院

｡

こ

の

間
も

学
生

有
志
の

献
血

及
び
ゼ
､
､

､

ナ
ー

ル

卒
業
生

有
志
の

見
舞
と

温
情
に

感
動

｡

静
養
し

な
が

ら

も

外
国
苔
の

耽
読
に

最
も

多
く
の

時
間
を

費
す

｡

昭
和
四

五

年

五

月

再
び

評
議
員
と

な

る

(

任

期
四

六

年
三

月
三

一

日
ま

で
)

｡

任
期
中

､

静

養
中
の

無
気
力
に

な

り

勝
ち
の

身
を

押
し
て

､

夜

遅

く

ま

で

会
議
に

列
席
し

た
｡

私
と

し

て

は

応
分
の

勤
め

を

し
た

つ

も

り
で

あ

る
｡

八

月

飯
野
利
夫

前
教
授
(

現
中
央
大
学
教
授
)

と

共
に

､

商
事
法
務
研
究
会
の

企
画
の

下
に

､

商
法
と

会
計
学
と
の

交
錯
領
域
の

綜
合
的
研

究
会
を

若
き

学
究
者
と

と

も

に

開
始
す

る
｡

一

橋
同
人
な

ら
で

は

と

思
い

入

る

こ

上

屋
々

で

あ
る

｡

(

そ
の

成
果
が

『

会

社
の

計

算
』

上
･

下
で

あ

る
)
｡

昭

和
四

六

年

評
議
員
併
任
解
除
後

､

停
年
を

間
近

か

に

控
え

､

一

層
他
を

顧
み

ず
､

研
究
に

精
進
す
る

｡

昭
和
四

七

年

苦
斗
の

研
究
の

結
果

､

こ

の

頃
､

自
分
な

り
の

細
受

･

比

較
法
的
方
法
の

構
想
が

ど

う
や

ら

纏
ま

り
つ

つ

あ
っ

た
｡

予

科
時
代
よ

り

学

問
の

方
法
論
に

興
味
を

も
っ

て

か

ら

約
四

〇

年
に

し
て

や
っ

と

到
達
し

た

道
で

あ

る
｡

昭
和
四

八

年

3卓9
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四

月

最
後
の

法
学
通
論
を

前
期
で

受
持
つ

､

前
述
の

継

受
･

比

較
法
的
方
法
を

体
し

て
､

わ

れ

な

が

ら
､

い

さ

さ
か

熱
っ

ぽ

い

講
義
で

あ
っ

甜

た
｡

昭

和
一

三

年
の

処
女
講
義
を

ふ

り

か

え

り
､

学

問
研
究
過
鍵
の

段
階
と
そ

の

熟
成
の

遅
々

た

る

を

身
を

も
っ

て

経
験
す
る

｡

少
年
易
老
学
難

3

成
､

ま

た

自
治
者
不

長
｡

昭

和
四

九
年

四

月

教
授
と

し

て

捧
尾
の

会
社
法
と

経
済
法
の

講

義
を

も
つ

｡

遂
に

著
書
も

な

ら

ず
､

自
ら

不

完
全
履
行
よ

り

履
行
遅
滞
の

責
を

選
ぶ

(

｢

経

済
法
学
の

基
礎
理

論
+

序
言

参
照
)

｡

昭
和
五

〇
年

二

月
四

日

最
終
講
義
を

処
女

講
義
と

同
じ

本
館

三
番
教
室
で

行
う

｡

相
憎
の

天
候
で

あ

り
､

仰
仰
し
い

予

告
ビ

ラ

が

貼
ら
れ

て

な

い

に

も

拘
ら

ず
多
数
の

学
生

と
､

遠
路
か

ら

馳
せ

参
じ
た

卒
業
生

諸
君
が

熱
心
に

聴
講
し

て

く

れ

た
｡

四

月
一

日

退

職
｡

引
続
き

非
常
勤
講
師
と
し

て
一

年
間
会
社
法
の

講
義
を

す
る

｡

現
在

､

専
修
大
学
法
学
部
の

専
任

教
授
で

あ

る
｡

(

主
と

し

て

大
学
院
の

商
法

､

経
済
法

､

演
習
を

担
当
)

右
の

年
譜
に

は
一

々

書
か

な

か
っ

た
が

､

学
会
関
係
で

は
､

経
済
法
学
会

､

日

本
私
法
学
会

､

財
団
法
人
日

本
海
法
会

､

日

本
海
法
学
会

､

日

本
空
法

学
会

､

工

業
所
有
権
法
学
会

､

公
益

事
業
学
会
の

理

事
､

ま
た

は

監
事
に

選
ば
れ

た

し
､

ま

た

は

選
ば

れ
て

い

る
｡

ま

た
一

橋
大
学
以

外
で

は
､

年
譜
中
に

記
し

た

大
東
文
化
(

大
学
)

の

他
､

青
山
学
院
(

大
学
)

､

中

央
大
学

､

東
洋
大
学

､

都
立
大
学

､

東
京
外
国
語

大
学

､

千
葉
商
科
大
学

､

明

治
大
学

､

日

本
大

学
､

東
京
商
科
短
期
大
学

､

東
京
商
船
大
学

､

共
立

女
子
大
学
等
で

商
法

･

経
済
法
の

講
義
を

し

た
こ

と

が

あ
る

｡

ど

の

大
学
に

も

そ

れ

ぞ

れ
の

伝
統
学
風
が

あ

り
､

体
感
す
る

｡

正

確
な

年
月
日
の

記

録
が

な
い

が
､

大
蔵
省
会
計
職
員
研
儲
所

､

税
務
講
習
所

､

日

本
専
売
公
社
の

嘱
託
で

商
法
を

講
義
し

た
｡

学
生

時
代
を

含
め

る

と

人

生
の

重

要
な

部
分
は

言
一

橋
大
学
で

過
ご

し

た
こ

と
に

な

る

(

四

七

年
に

及
ぷ
)

｡

学
生

時
代
に

も

辛
酉
事
件
の

記

念

講

演
会
あ

り
､

鶴
城
事
件
を

経
て

､

大
学
に

勤
め

た

暁
に

白
票
事
件
が

起
こ

り
､

そ
の

後
､

様
々

な

経
験
と

試
練
を

具
さ
に

味
わ
っ

て

き
た

｡

元

来
内
気
な

私
を

こ

こ

ま

で

支
え
て

来
た

の

は
一

橋
の

伝
統
と

重

厚
な

学
風
で

あ

り
､

ま

た
､

愛
校
心

で

も

あ
っ

た
｡

従
っ

て

少
数
の

､

一

橋
の

学
風
に

同
化
し

な
い

人
に

対

し
て

は

か

な

り

強
い

批
判
も

し
た

｡

歴
史
家
ト

イ

ン

ビ

ー

は
い

み

じ

く

も

｢

伝
統
と

は

本
能
の

危
険
に

対

す
る

防
衛
で

あ

る
+

と
い

っ

た
｡

私
の

い

う
｢

一

橋
の

伝
統
+

と

は

そ
の

学

問
的

本
能
の

侵
害
の

危
険
に

対

す
る

防
衛
に

他
な

ら

な
い

｡
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3∂J

伝

統
は

未
来
を

投
影
指
向

す
る

し
､

ま

た

未
来
を

現
在
の

中
に

体
験
す
る

(

d
P
∽

E
s
c

F
中

三
｡
g

訂
c

訂
)

｡

私
な

り
に

学
生

時
代
よ

り

今
日
ま

で

講
義
と

文

献
を

通
し
て

本
学
の

生

ん
だ

偉
大
な

先
学
先

輩
の

多
く
の

輝
か

し

き

業
績
を

広
く

熟
読
玩
味
し

､

ま

た

拝
聴
し

て

き

た
｡

そ

し
て

今
日
に

お

い

て

得
た

ち
の

を

要

約
す

れ

ば
､

｢

縄
受

･

比

較
法
的
方
法
+

と
い

う
こ

と
に

な

ろ

う
｡

こ

れ

か

ら
の

私
の

学
者
と

し

て

の

余
生
は

全
く
こ

の

方
法
の

具

体

的
な

通

用
に

あ

る

と

云

え
る

(

例
､

｢

会
社
の

計
算
+

｢

継
受

･

比

較
法

的
方

法
よ

り

追
及
し

た

社
会
化
思
想
+

｢

商
法
と

会
計
監
査
+

)

｡

果
し
て

､

私
の

所

期
の

目

的
が

達
成
さ

れ

る

か
､

こ

こ

で
､

カ

ミ

イ
ユ

の

次
の

言
葉
を

引
用
し

て

結
び

た
い

｡

字
じ

亡
∽

S

写
○

ロ
∽

β

喜
(
-

賀

…
○

ヨ
0

已
¢

コ
○

}

-

S

n
･

邑
e

F

告
○
ロ
S

p

琵
-

〇

ぎ
t

･

Ⅰ

-

n
O

宏

岩

警

告
c

O
-

J
-

邑
t
r

①

-

¢

言
訂
･
A
-

b
e

r
什

〔

P

m
u
∽

､

J
爪

P
-

)

さ
e

計
S

阜
甘
P

(

大

意
､

こ

の

世
で

は

わ

れ

わ

れ

は

目

的
を

達
成
で

き
な

い

こ

と

を

知
る

｡

わ

れ

わ

れ
は

方
法
(

道
)

を

知
る

を

も
っ

て

足

る
､

-
な
ほ

S

首
号
e

-

叫
㌻
C

甘
り

は

神
話
の

人
､

地

獄
に

お
い

て

山
の

頂
上

ま
で

岩
を

転
が

し
上

げ
る

罰
を

課
さ

れ
､

も

う
一

息
の

所
で

絶
え

ず
そ
の

岩
が

下
に

転
が

り

落
ち
る
)

｡

(

昭

和
五

〇

年
一

二

月

自

叔
)




